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農林水産省 近畿農政局（兵庫県拠点）

農政局だより

＠ひょうご

有機農業というと、皆さんどんなことが思い浮かびますか？
有機農業の位置づけとして、食料・農業・農村基本法では、農業の自然循環機能（自然

界における生物が介在する物質の循環に依存し、かつ、これを促進する機能）が維持増進
されることにより、農業の持続的な発展が図られなければならないと規定しています。

有機農業は、平成１８年に成立した「有機
農業の推進に関する法律」第２条の定義によ
ると、①化学肥料や農薬を使用しない、②遺
伝子組換え技術を利用しないことを基本とし
て、環境への負荷をできる限り低減する農業
生産の方法を用いる農業です。
有機農業に取り組むことにより、消費者や

実需者のニーズに的確に対応し、品質やブラ
ンド力など「強みのある」農産物として有利
販売にも資することから、その推進を図るこ
とが必要です。
兵庫県内では「コウノトリ育む農法」によ

る「コウノトリの舞」農産物の栽培など、有
機農業の取組が各地で展開されています。

＜開催概要＞
１ 日 時 ： 平成３０年７月２６日（木）１３：００～１７：３０
２ 場 所 ： シーサイドホテル舞子ビラ神戸
３ 参 加 者 ： 生産者、消費者、実需者、行政等 ５００名
４ 主 催 ： 兵庫県
５ 主 な 内 容
①基 調 講 演 : イオンアグリ創造株式会社 代表取締役社長 福永庸明氏
テ ー マ ：「オーガニックの取組」

②試 食 ： オーガニック料理の試食と解説（（公社）全日本司厨士協会兵庫県本部）
③情報交換会 : ポスターセッション形式のパネル展示（農機・資材会社、研究機関等）

６ 入 場 料 ： 無料
７ 申し込み方法: 下記アドレスの兵庫県のホームページからお申し込みください。
８ 問い合わせ先:  兵庫県農業改良課 電話：078-362-9210

～「全国有機農業フォーラムinひょうご」開催のお知らせ～

詳しくは https://web.pref.hyogo.lg.jp/nk09/kankyoforum.html

有機農産物は、大手量販店での取り扱いが拡大しており、東京オリンピック・パラリンピック組織

委員会の定める農産物調達基準でも推奨されるなど、市場ニーズが高まっています。
兵庫県は県政150 周年記念事業として「全国有機農業フォーラム」を

開催し、本県有機農業拡大の加速化を図っていきます。
皆様のご参加をお待ちしております。

（事前申込必要）



篠山市今田町で水稲・黒大豆等の生産を行っている
（株）丹波篠山大内農場の大内正博さんにお話を伺い
ました。

平成１６年から父、弟とともに農業を営んでいまし
たが、平成２０年の法人化を機に自らが代表取締役社
長となり、（株）丹波篠山大内農場を設立しました。

現在は、家族と従業員・パート合わせて５名で、水
稲、黒大豆、にんにく等を約５０ha栽培しています。
収穫した米は、京阪神の飲食店等を中心に販売して

いるほか、篠山市の特産品である丹波黒大豆の枝豆収
穫体験には、毎年約２万人の来場者が訪れ、年末まで
黒大豆の収穫・調製が続きます。
黒大豆の収穫後には、水田の有効活用として、有志

農家で新たに「今田にんにくプロジェクト」を立ち上
げてにんにく栽培を始めました。
また、地元酒造メーカーとタッグを組んでオリジナ

ル日本酒を製造する等新たな取り組みを行っています。
今年は、４月２６日の多収品種「ちほみのり」の田

植えから始まり、加工用米を含めて約４０haの水稲を
植え付ける予定です。
今後は、規模拡大をしながら、水稲を中心に特産品

のコシヒカリと丹波黒大豆等の栽培を拡充し、篠山ら
しい観光とリンクするような農業を展開し、地域の活
性化に繋げていきたいと思っています。

http://www.maff.go.jp/j/press/syouan/hyoji/180412.html詳しくは

「子供食堂と地域が連携して進める食育活動事例集」を公表しました

多様な暮らしに対応した共食の機会を提供する取組として、全国において
「子供食堂」が増加しています。
子供食堂が抱える課題の解決や食育の取組（共食の機会の提供、食文化の

継承等）の充実に向けて、子供食堂の取組に関心を持ち支援を考えている行
政・団体関係者や地域の方々にご活用いただくために「子供食堂と地域が連
携して進める食育活動事例集」を作成しました。

－「子供食堂」とは?－
近年、地域住民等による民間発の取組として無料または安価で栄養のある食事や温かな団らんを提供する子供食

堂等が広まっており、家庭における共食が難しい子供たちに対し、共食の機会を提供する取組が増えています。

（農林水産省）



親子三世代でカーネーションを栽培されている淡路
市の矮松（にじりまつ）満広さんにお話を伺いました。

幼い頃から両親や祖母がカーネーション栽培をして
いる姿を見て育ち、家族の助けになりたいという強い
思いから、高校、農業大学校で農業の専門課程と花き
栽培を学び、卒業と同時に就農しました。
自身の就農をきっかけに、ビニールハウス４棟を増

設して１０棟にし、ガラス温室１棟、合計約３０ａの
施設で、スタンダードカーネーション４品種を栽培し
ています。

また、現在は妻が子育て中のため、自分と両親、祖
母の４人が中心で行っています。
花き栽培には付きものとも言える病害虫対策には、

特に苦労しており、これはどんなに経験を積んでも無
くなるものではないと思います。ほかにも、土壌管理
のための液肥の最適な配合などによる品質の維持や、
重油温湯ボイラーからヒートポンプとカーテンを使用
した省エネ型施設に切り替えてコスト低減に取り組ん
でいます。
そうやって、色々と工夫をし、手をかけて育ててい

るカーネーションですから、もっと皆さんに注目して
もらいたいと思っています。
綺麗な花は、皆さんを笑顔にします。花を贈る習慣

が少なくなっている今日この頃、母の日だけでなく、
日頃のちょっとした感謝の気持ちとして、身近な人に
贈り、素晴らしい笑顔を見てはいかがでしょうか。

兵庫県内で活躍している農業者や農業生産法人、企業等の活動を取り上げ、
「キラリ☆現場にて」として紹介させていただきます。

探しに行こうよ！食べ物のふるさと！！
～農林漁業体験スポット一覧・工場見学等施設一覧～

http://www.maff.go.jp/kinki/syouhi/seikatu/syokuiku/taiken.html

http://www.maff.go.jp/kinki/syouhi/seikatu/syokuiku/kengaku.html

いつも食べている食べ物はどこで収穫され、どのような加工、流通を経て、私たちの食卓
に並んでいるのでしょう。体験活動や工場・市場見学などをきっかけに、生産者への感謝の
念や「食」を取り巻く環境など、多くの理解を得ることができます。
近畿農政局は、管内の農林漁業体験スポット一覧・工場見学等施設

一覧を近畿農政局ホームページで公表しました。

工 場 見 学：

農林漁業体験：

詳しくは

（近畿農政局）

●○ 体験活動 ○●

日頃の感謝のシルシにカーネーション
はいかがでしょうか！



「GAP」は実施する（する）もの、「GAP認証」は取得する（とる）もの

地 方 参 事 官 ホ ッ ト ラ イ ン

平成３０年度 農薬危害防止運動を実施します

近所の田んぼで代かきが終わった夕暮れ、心地よい風に乗って聞こえるカエルの鳴
き声に、暫し時間を忘れます。先日の新聞に、今年の４月の気温は記録的な高さだっ
たと載っていました。秋には、大きな災いも無く、実りの季節を迎えられること
を、カエルの歌声に合わせながら願っていたら、一番星を見つけました。（O生）

平成３０年度「飼料用米多収日本一」募集開始のお知らせ

〒650-0024 神戸市中央区海岸通29 神戸地方合同庁舎
TEL:078-331-5924 FAX：078-331-5177 email:hyogo28_hsatt@kinki.maff.go.jp

農政に関するご相談､事業や制度へのご意見･ご質問などがございましたら､お気軽に地方参事
官ホットラインまでお問い合わせ下さい｡また、広報誌に対するご意見等もお待ちしています。

農林水産省は、厚生労働省、環境省等と共同で、農薬の使用に伴う事故・被害を
防止するため、農薬の安全かつ適正な使用や保管管理、環境への影響に配慮した農
薬の使用等を推進する「農薬危害防止運動」を６月から８月にかけて実施します。

http://www.maff.go.jp/kinki/press/sinko/180427.html詳しくは

詳しくは http://www.maff.go.jp/j/press/syouan/nouyaku/180425.html

「ＧＡＰ」とは、農業において、食品安全、環境保全、労働安全等の持続
可能性を確保するための生産工程管理の取組のことです。
（ＧＡＰ：Good Agricultural Practice）

「ＧＡＰをする」とは、農業者がＧＡＰ（活動又は取組）を自ら実施することで、認証
を取得しているかどうかは関係ありません。
「ＧＡＰ認証」とは、第三者機関の審査により、ＧＡＰが正しく実施されていることが

確認された証明のことです。
「ＧＡＰ認証をとる」とは、ＧＡＰ認証を受けることです。これにより、ＧＡＰを実施

していることが客観的に証明されます。

飼料用米生産農家の技術水準の向上を図るため、生産技術の面から先進的で他の模範となる
経営体を表彰し、その成果を広く紹介する「飼料用米多収日本一」を開催します。参加希望の
方は、参加申込書を添えて近畿農政局生産部生産振興課へ６月２９日までにお申し込み下さい。

「ＧＡＰ」と「ＧＡＰ認証」の違い


